
平成 25年度 第 8回「みどり香るまちづくり」企画コンテスト
（環境省主催）入賞（震災復興特別賞）

　　　　　　　　　　　　　　南三陸 寄木地区の集落は、津波被害により震災前のきれいな漁村風景が損なわれましたが、震災前から活動していた花
好きの仲間が集まり、復興に向けて花による地域の再生活動を実施してきました。「香りの灯台　～はじまりの花ひろば～」は、寄木地区が元気になる新
しいコミュニティの場として創造していくものです。人々が集まり、交流が広がり、さらに香りに誘われて遠方からも集まる場所、広場全体が香りを灯す灯
台となり、輝いて地域を照らし、寄木地区の人々が広場を通じて、元気に暮らせる、はじまりの場所として進めます。　
　木々の花の香りを中心に据え、四季おりおりの香りが六感（香・食・触・目・手・元気）で楽しめる植栽を行います。花の癒しの香りに加え、海の幸
が豊かな地域にあって、植物と地域の本来の香りのマッチングを大切にしていきます。香りの活動の将来的な展開は、「香りの灯台　～はじまりの花ひろば～」
から防災集団移転地、旧集落地区、そして、香りのある生活へと地域全体への広がりを目指します。特に、姿かたちのない「香り」が六感を通して形となり、
生活の中にとけ込み、地域の食材とのマッチングや手工芸等の新しい産業として新たに生まれ変わる「はじまり」となること目指します。

　　　　　　　　　　　 現在、防災集団移転地の造成が始まり、新しい寄木地区が生まれようとしています。企画地を中心とした活動は、養殖業が中心の漁
村の中、産業の振興と地域で暮らす人々の自信につながります。 「香りの灯台　～はじまりの花ひろば～」 から、香り活用方法の創造（産業振興への展開）や交
流の場（地域コミュニティーの結束）といった効果が期待でき、それらの相乗効果によって集落の活性だけではなく地域外との交流の場、情報発信の場ともな
りえます。ハーブなどの香りを使った地場産の海の幸とのマッチング料理の期待もあり、六感で楽しむ香りから、寄木地区の新しい交流スタイルがはじまること
が期待できます。　　　
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